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近年、加速度センサーや照度センサーといった、様々な種類のセンサーが搭載
されているセンサノードに関する研究が盛んに行なわれている．無線技術，セ
ンシング技術，省電力化技術の進展によって、無線センサネットワークを備え
るセンサノードの小型化および低価格化が進みつつある.それにより自宅やオフ
ィスなどといった様々な環境下において、多くのセンサノードをエンドユーザ
がモノに添付して使用することが可能になっていくと考えられる． 
しかしセンサノードをエンドユーザが実際にそれぞれモノへ添付する場合、
添付するセンサノードの数が多ければ多いほど、また添付されるモノの種類が
増えれば増えるほど、各センサノードがどのようなモノのタイプに添付されて
いるのかという情報を、一つ一つのセンサノードに対して手作業で与える方法
では、エンドユーザにより多大な労力が強いられる．  
 本研究ではエンドユーザが汎用的なセンサノードを様々なモノのタイプへ添
付するだけで、各センサノードから得られるセンサデータをもとに、互いに依
存関係のある動作が観測されうるモノのタイプの組み合わせを検出することで、
それぞれのセンサノードが添付されているモノのタイプの推定を行なう手法を
提案する．また実世界において、どのようなタイプのモノの動作が観測されや
すいのかや、どのようなモノのタイプの組み合わせで互いに依存関係のある動
作が観測されやすいのかについて、ベイジアンネットワークによるモデル化を
行なう．実世界におけるモノのタイプ間における動作の依存関係と、センサノ
ード間におけるセンサデータの相関関係との類似度を計算することで、各セン
サノードがどのようなタイプのモノに添付されているのかを推定する． 
 本研究ではWebテキストをもとに構築されたベイジアンネットワークのモデ
ルを用いて、当研究室や自宅において実際にモノへ添付して使用されたセンサ
ノードに対して、それぞれモノのタイプの推定を行ない、推定精度をそれぞれ
評価した．また、Web テキストから構築されたモデルの妥当性を評価するため
に、研究室内で一定期間撮影された映像を分析して構築されたモデルを用意し、
それぞれのモデルで実施した推定の精度を評価した． 
 
